
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校３年 社会 出題のねらい等

連 大 中 小 観 点 ｢ ｣ ｢ ｣主に 知識 主に 活用

社会的事象へ に関する問題 に関する問題領域及び学年 学習指導要領の内容 出 題 の ね ら い 社会的な 資料活用の 社会的事象
思考・判断 技能 についての番 問 問 問 の関心・意欲

・表現 知識・理解・態度

① １ (1) (5) 近代の日本と世界 オ 新兵器の使用によって，第一次世界大戦の被害が大きかったことを説明できること。 ○ ○歴史 ３年

② (2) (5) 近代の日本と世界 オ 第一次世界大戦後の国際情勢について理解していること。 ○ ○歴史 ３年

③ (3) (5) 近代の日本と世界 オ 普通選挙の実現により国民の政治的自覚が高まり，我が国の政治に国民の意見が反映され ○ ○歴史 ３年
ていった様子を説明できること。

④ ２ (1) (5) 近代の日本と世界 オ 世界恐慌について理解していること。 ○ ○歴史 ３年

⑤ (2) (5) 近代の日本と世界 オ 世界恐慌後の軍部の台頭のようすを正しく指摘できること。 ○ ○歴史 ２年

⑥ (3) (5) 近代の日本と世界 オ 戦時体制下の国民生活の変化を示された語句を使って説明できること。 ○ ○歴史 ３年

⑦ (4) (6) 現代の日本と世界 ア 国際連合について理解していること。 ○ ○歴史 ３年

⑧ (5) (6) 現代の日本と世界 ア 当時の憲法の教科書のさし絵をみて，新しい日本の動きについて考え，表現できること。 ○ ○歴史 ３年

⑨ ３ (1) (1)私たちの現代社会 ア 資料から，現代日本の特色（少子高齢化）を説明できること。 ○ ○公民 ３年

⑩ (2) (1)私たちの現代社会 ア 現代社会の特色から，将来の日本がかかえる課題を予測することができること。 ○ ○公民 ３年

⑪ ４ (1) (1)私たちと現代社会 イ 問題（トラブル）の解決方法の一つである多数決について理解していること。 ○ ○公民 ３年

⑫ (2) (1)私たちと現代社会 イ 集団の合意のもとに作られた規則を維持していくためのルールについて，体験的な事例を ○ ○公民 ３年
もとに具体的に示そうとすること。

⑬ (3) (1)私たちと現代社会 イ 作られた規則について，「公正」という観点から指摘できること。 ○ ○公民 ３年

⑭ ５ (1) (3)私たちと政治 イ 内閣総理大臣の選出の方法について理解していること。 ○ ○公民 ３年

⑮ (2) (3)私たちと政治 イ 三つの権力の関係について理解していること。 ○ ○公民 ３年

⑯ (3) (3)私たちと政治 イ 国の権力が立法,行政，司法の三権が分立している理由について理解していること。 ○ ○公民 ３年

⑰ (4) (3)私たちと政治 イ 衆議院の解散から新しい内閣ができるまでの動きを新聞の見出しを使って示そうとすること。 ○ ○公民 ３年

⑱～ (5) ①～ (3)私たちと政治 イ 説明文の根拠となる資料を選択することができること。 ○ ○公民 ３年
㉑ ④

㉒ ６ (1) (3)私たちと政治 ア 社会権の内容について理解していること。 ○ ○公民 ３年

㉓ (2) ① (3)私たちと政治 ア 社会権を具体的な事例と結び付けることができること。 ○ ○公民 ３年

㉔ ② (3)私たちと政治 ア 平等権を具体的な事例と結び付けることができること。 ○ ○公民 ３年

㉕ ③ (3)私たちと政治 ア 人権を守るための権利を具体的な事例と結び付けることができること。 ○ ○公民 ３年


